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1．はじめに
　衿はそれぞれ固有の形態を持ち，見る人に異なった

印象を与亀ある時は保温効果を発揮し，またある時

はその美しさ・新しさ故に人を楽しませている。衿

に限らず服飾は人の体に沿うことによってその形が生

ま丸無限の変化を持つ人の心と体と共に存在し，そ

の複雑さがデザイン活動の理論化を困難にしている。

　衿は衣服の構成上顔の近くにあること，比較的機能

性を問わないことか5，形の変化は衣服デザイン中最

も多様で人の飽くことない創作活動の一端をみるこ

とができる。これらの衿を認識し実践に移せる知識と

するため，書物によって伝えちれている衿，日常用いら

れている衿の形をできるだげ一堂に集め，分類を試みた。

髄上の頒財で1・糖Pされているカ・1）ここで

はデザインと裁断の開係を明らかにすることを目的と

し，衿に共通する構成要素を抽出し，これによって基

本構造を組み立て，分類尺度とした。その結果複雑

多岐な衿の形の申に何らかの法則性を見い出し，人が

創り出した衿の形を系統的に概観することができると

考えた。実物や裁断図がない衿の理解集めた資料の

不足衿の名称についての外軍語の解釈の仕方など問

題点は多いが，試案としてここに報告する・

2．衿の定義
　「　Ccillarjは，本来円筒状の顧部をとりまく物の総称

であ1）材料を問わず，また身頃との接合は無関係であ

り，すでに古代土ジプトの服装史に見られた鰻も発達

した装身具である。f衿」は江馬2）によれば「衣服の

端」という意味のうちで頸部・咽喉もとをめぐる底服

の端く髄）をさ粥とされる。衣服のξ舷・機能上

からみ規り醗生綱として杉本3）　la，　rCbll・t」・P

罫衿」の表現する内容が比較的漠然としているのに比べ古

代串属挺おいてはそれを表現する文字の豊かさをあげ，

衿がUtlCかな疹高い段階に発達していたことを指摘し

て糖る＝諸地域で唐然難生した鵜は西洋の衣服にとり

入れら剤　14世紀後半のプールポアンの裁断図4）には

・衿があらわれている。その後洋服の衿は，立体的な

裁断の発達と共に次第に複雑・高雅に洗練さtv，今日

に至ったものと考えたい。

　分類の対象とする衿について次のように定義した。

「別つ裁ちによって作ら屯身頃衿つけ線icとりつけら

．れた衣服の部分としての衿をさす。」従って，例えぽ

一9h　neck　coUarは頸に沿わせて載ち出したもの気

身頃ネックラインの変化形に属せしめ，Scarf　co！lar

は独立した裁断・着装が可能であり，いずれも分類の

対象からは除いた。

3．衿の構成要素

　3－1　身頃衿っけ線

　衿は身頃と接続して存在するので身頃衿つけ線とは

’不可分の関係である。身頃の衿つけ線1ま，身頃・袖・

衿が分化しない以前，身頃の発生と共に着脱のたth｛C

つくられた「明き」として生まれた。「明き3の形と

しては，人体1ζまとった状態で4種をあげることがで
きると報告さ押初期の衿の発達段階では「明き」の

形によって衿の形が左右し諸地域独特の形をつくった

と思われる。

　今日の立体構成における原型の衿ぐりは，被服構成

学上定めた頸付根線とほぼ一致し，デザイン上身贋衿

つけ線を定める起点であり，密着した衿では着ごこち

に影響を与える。そこで誠人女子にお廿る頸付根練に

ついて観禦した。61製図上で衿ぐtpを求曲石に濾飼後の

響鵬弩募灘麗野膿馨職蓉霧歯

による年令的肇化SS認められる。

　3－2　衿つけ纏

　衿う妙線とは身頃衿ぐ1；）練の長さに避応す尋韓羅韓

け昌給うけ部多｝をさし，秘期ではこ趣長毒患溝舞す雑

7け線1ま直線であ¶たと思毒れる粧藪蔀1と密i善し舞

衿や潭む変化を求憩ているいる港曲璽麟蒙竣憩撃生
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まれた。

頸に沿う立ち衿を構成する場合の製図上の衿つけ線

と人体各部の関係qP，折り衿の場合の衿腰の頸部への
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
沿い方と衿つけ線の関係を知る目的で実験を行った。

後
申
心
線

立
ち
上

図1－（1） 頸付根線とその4㎝上部の頸囲線によって囲まれる頸部体表
の平面展開図一青年女子一
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図1－（2）頸付根線の平面展開図の個体差と後頸傾斜角度　　　　　　　’”

図1－｛1）は頸付根線とその4伽上部の頸囲線によって

囲まれる頸部体表を採取した青年女子の一例である。

個体差や左右差は大きく，図1－K2）は青年女子の頸部

体表の個体差の範囲をあらわし，個体差を知る方法と

して後頸の傾斜角度が最も体表の特徴を表わした。立

ち衿ののぼり代＊や折り衿の衿腰がどのように頸部に

密着したり，離れたりするかは，着装者の頸部，肩部

の形と衿つけ線によって決まる。このような現象の頸

部に密着した衿をプラス角鹿頸部から離れた衿をマ

＊のぼり代……立ち衿の場合首にそって立った部分の

　　　　　　　ことは衿腰あるいは立ちしろといわず
　　　　　　　のぼり代という。

　　　　　　　　　　田中千代服飾事典同文轡院

イナス角度と仮称すれば，プラス角度・マイナス角度

はどんな衿にも観察され，また意図的に使いわけてい

る。図2は立ち衿を例に表現した衿角度のちがいであ

る。例えぽ・和服小袖の享ち衿は「抜き衣紋」に着る

ことによって後身頃の衿はプラスからマイナスへ前

身頃の衿はプラス角度に変化を与亀背広服上衿！こ施

すくせとりの手法は素材の性質を利用して衿角度をプ

ラスとし，衿腰は頸部にぴったりと沿わせている。図

3は背広服上衿の製図上の衿つけ線（マイナス角度）

と，くせとり後の衿つけ線（プラス角度）の変化を示す

実験例である9）この織物の舅断変形による後頸部分の

衿折り山線の長さの縮小率は1．0％～9．7％と巾があ

り，熟練者は頸部の形態によって加減するという。個
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立ち衿の場合

＼

プラス角度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マイナス角度

　　　図2　立ち衿ののぼり代や折り衿の衿腰が頸部に沿う立ち方

人差の大きい頸部の形態に対応する実際的方法であろ

う。これを平面にするためには図3一②に示す2枚の

ピースとなるような立体化が行われており，製図上の

衿つけ線は上向きのカーブに変化し，着装晦衿腰は

プラス角度となるe’この上向きカープと図1の人体上

の頸付根線を照合すれば一層理解できる。さらにくせ

とりの手法で注目すべきは，衿外まわり線の変化であ

る。背広服上衿の衿外まわり線は背面ではほぼ頸付根

線に落ちつくのである魁図3－－1｝の製図上の衿外ま

わり線とは異った曲線の変化と，長さの増加がみられ

る。この変化は頸部・肩部に沿うためのもので図1－

（1）Ic示した頸部体表を採取した頸付根線とよく一致す

る。図3にくせとりの手法後の織糸の変化を線で示し

たカ～ζのようなくせとりを施しにくい素材の場合，

2枚のピーズに裁断することlaよって折り衿をブラス

角鹿マイナス角度とすることができる。図4は折り

衿の衿腰を意図的にプラス角曳マイナス角度にした

製図例である。

　　衿　　け線
　　　　　…

②　くせとり後の変化

　　　　　1

　　　　織糸方向を
　　　　示す。

一。・・
図3　くせとりの手法による背広服上衿の衿つけ線、衿外まわウ隷の変化
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／

プラス角度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　マイナスftl　sa’

図4　折り衿をプラス角度，マイナス角度にする製図例

　3－3　衿幅
　身頃衿つけ線に対応して縫い合わせる衿つけ線が衿

の長さである。長さに対し幅があれば面が構成され，

この2要素で衿が成立する。衿幅は立ち衿においては

のぼり代ともいわれ頸に沿って立つ部分である。折り

衿においては，頸に沿って立っ衿腰と折り返る部分を

区別せず衿幅とする場合と，衿腰と区別して折り返っ

た部分のみを衿幅とする場合とがある。’

　衿の自然発生を考えると，着脱のための「明き」の

ふちどりを衿（縁）とするならば衿幅は少なくてよく，t

寒冷・暑熱・砂塵・乾燥を防ぐ目的で発生したなら嫉

その衿幅は頸の長さあるいはそれ以上に広かったと推

察さ苑北アジァ・中央アジアに見られる衣服の衿幅

はそれなりに意味を持つものであろう。衿幅は衿が防

寒・防塵の機能性を発揮する要素の1つである。また

衿幅は装飾目的にも注目さ苑和服の僧綱領や洋服の

Ruffなど頸の長さにさしつかえるほどに増大し，こ

の内部矛盾を含んだ立ち衿は折り衿を誘導した。

　3－4　衿腰

　衿腰は衿の折り返しによって生ま弗衿が頸に沿っ

て立つ部分である。衿腰の変化は，衿腰の高さによる

変化と頸部に沿う立ち方，すなわち前述のプラス角麿

マイナス角度を持って立ち上る変化の2つの要因によ

る。折り衿の場A，衿腰の高さを示す衿折り山線は，

衿外廻り線の長さと着装者の頸部・肩部の形態との関

係で決まる。即ち，衿外廻り線と衿つけ線はみつの面

の両端であるから，衿つけ線の形状と衿腰は深くかか

わる。そこで一っの面の中に存在する衿外廻り線・衿

折り山線・衿つけ線にくせとりやダーツを施し，複雑

な衿を横成する高度な技術が発達した6

　3－5　ラペル

　ラペルは前身頃と衿の接合する部分の一部が折り返

り，その結果身頃が衿に転じた部分をさす。ラペルが

位置する胸部は人体の中では大きな面である上に，縫

い目を必要とせずに折りかえることによる装飾的効果

は大きい。機能面から考えるとその構造から必然的に

前明きであり，頸部，胸部の開ロ部を自由に開閉でき

ることがあげらn，防暑・防寒の効果を併せ持つこと

ができる。

　中国の桶や古代ペルシアの衣服に広い衿幅のラペル
をみることができるカ～これICついて杉本のla，「上

衣を折り返して領としたということは，毛皮や皮革を

一68－一
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材料とした胡服では上衣の首まわりの部分を折り返し

てえりを表現したことを意味している。このことは古

代ペルシアの宮廷服などにもみられることで（中略）い

ずれにしても上衣の衣端を折り返したえりの表現は中

国固有のものではない。」としている。

4．　衿の種類
　衿の種類とは衿の構造の相違をさし，その構造のち

表1衿の種類と構成要素の関係

構成要素 衿の種類と携成要素の関係

1
　
9
9
　
0
0
　
4
　
『
0

身頃衿つけ線

ﾜつけ線
ﾜ　　　幅
ﾜ　　　腰
堰@　ペ　　ル

〕立ち衿　　　　折り衿　　　　　　　　　開き衿

がいによる衿の種類は，立ち衿・折り衿e．開き衿であ

る。分析した構成要素と衿の種類の関係は表1にまと

めた。設定した三種の衿は単純な構造で最も多くの衿

の形を矛盾なく説明し得るものと考えた。

5．　衿の分類
　分類尺度は構成要素を抽出し，これによって構造の

ちがいを明らかにした三種の衿である。今までに作り

出され，命名された衿の名称は日本語と英語に限っtca

翁eC．，　Bowed　C．はその構成方法によって立ち衿

または折り衿に，Shawl　C．，　Sailor　C．，Tuxed　C．

は折り衿とも開き衿ともするζとができる。外観は似

ていても裁断（縫い目）のちがいから両者の構造を区

別することができる。図5にTie　C．，とSailor　C．とを

例にとり，両者のちがいを製図で明らかにし，分類に

あたっては一般に多く用いられる製作方法に従った。

Tie’Collarの場合

折り衿：

’Sailor　CoUarの場合

0　　　5　　to儒

図5　裁断方法によつて異なる衿の構造例
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　　衿の名称のうち3極のどれにも分類することのでき

　ないもd．）1ζ台衿つきシャッカラーがある競これは立

　ち衿と折り衿の複合形である。’

　立ち衿・折り衿・開き衿とその複合形として分類し

た衿のグループについて，更にその特徴から構成要素

別変化形に分類することを試みた。・もとより衿のデザ

イン結果は唯一の構成要素の変化にとどまるものでは

ないが，衿を理解する手段として最も特徴ある変化を

もとに分類した。これらの結果が表2である。衿の種

類別は実線で表わし，構成要素別変化形は破線で区切

った。

　従来の衿の命名の仕方は一定の根拠又は法則による

ものではないので通常用いられている実在の名称を

用いて構造上の分類をすることには問題が残る。その

ちひとっひとっ名称が与えられない多くの衿が発表

さn，創られている。そこで無数のバリエーションを

包括するた吟デザイン画1①を用いて代表的な衿の

種類とその複合形，更に構成要素別変化を表3に表わ

した。

　開き衿は表1に示した5っの構成要素を持つ衿であ

る。5要素のうちラペルを除く4要素は立ち衿・折り

衿の構成要素でもあり，上衿の変化は立ち衿・折り衿

・立ち衿と折り衿の複合形・さらに上衿なしが考えら

れる。これは名称が与えられていないので，デザイン

画によって表3の上衿の変化として示した。

6．考　　　察
　6－1　立ち衿・折り衿・開き衿のぞhそれの祖形

に賦衿が育つ環境条件にあり文化の高い東洋ですで

脹い歴史を持って発達していたこと1峰くの翻D

によって知ることができる。しかし，立体構成の初期

にとどまった東洋に対し，西洋では衿に関心を持つよ

うになった中世後半から立体構成が芽生え，以来その

発達に伴い装飾性を求めで，多様な衿の変化形が作ら

れた。即ち，身頃衿つけ線・衿つけ線・衿幅。衿腰・

ラペルの各構成要素に，曲線。ダーツ・くせとりを施

こし，その結果，それまでの各構醸要素別の大小の変

化にとどまら式曲線icよる変化を加柔変化形の範

囲を著しく広めた。

　6－2　衿を立ち衿・折り衿・開き衿の3種類とそ

の複合形として分類することができるなら1考　この3

種類の製図法を確立することiζより，すべての衿をこ・

れに適応させることができる。衿の製図沫では衿腰IC

関する研究が多い。これは立体裁断法から平面製図法

に移す場合の問題点を暗示している。今後は頸部・肩

部の人体因子を加えての研究を期待したい。

　6－3　和服に見る衿の構成要素別変化形は多様で

’ある。　（表2一平面構成）その」ら平面構成であるた

めに限界があると考えられる衿が「抜き衣紋」に着る

方法によっZ，プラス角度からマイナス角度への移行

も実現している。「小袖の構造は洗練された1つの極

限の着装形式として完成した」12）。とする論について

衿の構造とその変化形の面からその具体例を確かめる

ことができた。

　6－4　衿の形の変化は，構成要素別変花形の組み

合わせに他ならなt’Yo従って3種類の基本衿のうち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
構成要素の多い衿ほどその変化形も多い。豊かな感性

によるデザイン活動や，習熟した技術による立体裁断

と共に，この構成要素を理論的に組み合わせてどのよ

うな衿も自由に設計製作することができるようにする

ことは，被服製作の合理化に寄与し，被服構成の教育

上有効な方法と思われる。　　　　　　一　…

7．ま　と　め

　デザインと裁断の関係を明らかにするため，構造の

ちがいによる衿の分類を試みた。衿は次のように定義

した。「別つ裁ちによって作ら屯身頃衿つけ線にと

りつけられた衣服の部分としての衿をさす」。分類尺

度は，構成要素を抽出しこれによって構造のちがいを

明らか（Cした3種の衿である。

1）　抽出した構成要素は身頃衿つけ線，衿つけ線

　　衿幅s’衿腰，ラペルの5要素である。

2）　衿の種類は立ち袴折り袷開き衿の3種で

　　あり，構成要素との関係は表ユに示した。

3）　台衿つきシャッカラーは立ち衿と折り衿の複

　　合形である。現在一般に用いられている衿は，

　　3種の衿とその複合形にすべて分類することが

　　できる。（表2参照）

4）　3種の衿は各々檎成要素別変化が可能である。

　従って構成要素の多い衿ほど変化形は多く存在

　する。

5）　すべての衿が3種の衿とその複合形として分

　類することができるならlt’3種の衿の製図法

　を確立することにより，どのような衿もこの方

　法で設計することができる。’

　稿を終るにあたり，終始御助力をいただきました長

井久美子ざんに心から御礼申し上げます。本稿の要旨

は，日本家政学会第27回総会にて報告しました。
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衿の分類

類分の衿

形
’：化変別素要成

測
構

腰iラペル衿幅衿

衿
衿

平
掻

領
衿
衿
衿
衿
衿
衿
衿

盟
井
畑
鼠

僧
糸
雲
千
笹
海
狭
広

身頃衿つけ線i衿つけ線代表形の
類
衿
種

衿
衿
衿
衿
衿
衿
衿
衿

阪
鍔
し
行
朋

大
田
つ
通
道
都
三
扇

領
襟
頸
領
領
襟
頸
衿

盤
丸
上
垂
方
垂
垂
棒

W
　
面
，
構
　
成
，

Stand　away　C．　i　Chin　C

Stand　off　C．

Stand　offish　C．i’

Faraway　C．　i

Moat　q　　i

iRuff

iFunnel　C．iPiccadilly　q

iFan　C．

iEliza憾㎞qJo㎞yq
iMedici　C．

iPoke　q
iSing】e　C．

iHigh　C．

iDogC．
i　Tulip　C．

iChimney　C．

iMacaroni　c
iHigh　built－up　q

Ta11　q　　・i
］日【igh　neck　C．　i

Roman　C．　　i

Jutting　C．　i

Collars　　　　i
Collaret　　　　　i

Gladstone　C．　i

Band　q　　　i
Belt　C，　　i
Neck　band　　i
Collar　band　　i

　　　　＊Tieqi

L。wq　　i
Side－way　q　i
Asymmetry（；li

Horseshoe　G　i

Italian　C．　i

iFalling　band
iRouis　Ix　q
iVandyke’C．

Barrymore　q　iRabatine　C．　i
Giant　C．　　　iOne　Piece　q　i

Buster　Brown　C．　Three　way　C．

i　S　hakespeare　CPeter　Pan　q

iFanon
iPuritan　C
iQuaker　C．

Peggy　C．

CbOirbOy　C．

Eton　q
iLie　doWn　shape　Little　girl　C．iHalf　roll　C．

iPlain　G　・　・　Stand　out　q

i　E　nor　mous　C．　＊Sailor　C

iPierrot　q　　Middy　C．
i砥）usquetaire　C．

i　Regency　C．

iBertha　q
’iCape　q

iDanddy　C．

i＊Bowed　q

iPressman　shirts　q
iHalf　roll　Peter

iPan　C．　　i
iF1at　q　　　i

iPoets　C　　　　・i

iTumel　q　　i
iHigh　roll　C．　i・

iFu11－roll　q　i

iTurtle　neck　q
iLow　turtle　qi
iFrill　c　　　　　i

iDutch　q　　　　i

立　ち　衿
詰　め　衿
Stand　q
Standing　q
Stand－up　C
Ub－to　neck
－（fp－to　thエ℃at

Chinese　C．

Mandari　n　q

Military　C．

Officer　C．

立
　
体
　
構
　
成

ち

髪　置　衿
被　布　衿
シャツ衿
ステンカラー
Roll　Q
Stand　fa11　C．

Polo　q
Convertible　G

Turn　over・q
P　russi　an　q

Ring　C．

折

り

衿

ツカラー
1C．

Wing　q　　iへ ち」

　し
剣
　り

が

講轡ど
Semi　clover
Ieaf　q
Fish　mouth　q
Reefer　q

り

講轟i謬広衿i灘齢。

i　i拳舗d翻q
　　　　　iPetal　C．
i　　　　　iUIster　q

ii瓢P，eadq

ワイシャツ衿
台衿つきシぜ
Stand　and　fa1

翻m曽wnq
摺i1。，edq衿

Qpen．C．

Sport’　q

唾
A
略
・

開
　
　
き
　
　
衿

注麟縫鵯見離そ灘編ど藪璽講黎翻鱒罐撫開き衿となる。
　　　この例を文中の図5にあ夙比較的多く用いられる方法によって分類した。
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衿　の

磁類
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衿
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立
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と
折
り
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）

撲
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形
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衿

上
袴
の
変
化

，　書跨　　　成　．　要　　　素　　　Σ瓢　　　変　　　｛ヒ　　　涯多

代表形 身頃衿っ砂線　1衿つ　け線　1　衿 柵　　衿
腰’ @　ラ　ベ　ル

．
レ

　　　　ド
罪li『1

げ

鰹
6

b
「
　
．

　　　　　　　　　　ロ　tt
　　　　　　　　　　I・…’〉

　　　　　繍1噛．d

　　　　　㌣泌

　　　　　勲麟

　　　　　　　　　　蓼

磯翻》

る
グ
彰

4
髪
，
．

毒

　
　
一
霧

1 1

’． @1『

舞

滋
吻繭
嶽

1

．Oo
’v’　，

V

、

立衿

@　　o◎

立衿　匙
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、

折衿
　　擾合形　　　　‘

@　　藍

上衿なレ　　　■

@　　重

@
／

’
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衿　の　分　類
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